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昭和28年に創刊した本市の広報誌は、今月で発行900号を迎えました（関連記事P8.9）
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記念式典の様子

未
来
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つ
な
げ
よ
う
井
原
の
文
化
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井
原
市
文
化
協
会
が
発
足

70
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
し
、

記
念
式
典
が
5
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
功
労
者

へ
の
表
彰
の
ほ
か
、
井
原
市

出
身
で
、
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ブ

ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
‼
」の
房ぼ

う
の野

史ふ
み
の
り典
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、戦
後
十
年
が
経
過

し
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
力
が

戻
り
、市
民
に
よ
る
文
化
活
動
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
始
め
た

昭
和
30
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
に
は
市
町
村

合
併
を
受
け
、
芳
井
町
文
化

協
会
お
よ
び
美
星
町
文
化
協
会

と
合
併
し
、
現
在
の
形
と
な
り

ま
し
た
。

　
同
協
会
の
活
動
は
、創
立
当
初

今
月
の“
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ひ
と
”は
、
井
原
市

出
身
で
県
外
で
活
躍
さ
れ
、
井
原
を
応
援
し
て

く
だ
さ
る
人
を
紹
介
し
ま
す
‼



笑顔の笑顔の
リ レ ーリ レ ー
あなたの

笑顔の源
をお伺いします

みなも
と
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蔦
つ た が わ

川　忠
た だ よ し

義さん（79歳）
＝（埼玉県上尾市）＝

故郷への感謝と誇りが力に

膨
ら
む
郷
土
愛

　
関
東
在
住
で
ふ
る
さ
と
井
原

を
応
援
す
る
人
が
集
う
伝
統

あ
る
東
京
後
月
会
。
こ
の
会
の

世
話
役
と
し
て
活
躍
す
る
西
江

原
町
出
身
の
蔦
川
さ
ん
。「
井
原

鉄
道
に
乗
っ
て
井
原
に
帰
る
時

は
い
つ
も
車
窓
に
広
が
る
旧

山
陽
道
の
街
並
み
や
山
と
川
の

景
色
に
、
安
心
と
懐
か
し
さ
で

心
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
と
、望
郷
の

念
に
か
ら
れ
て
、若
か
り
し
頃
の

夏
休
み
に
小
田
川
で
泳
い
だ

こ
と
や
町
の
あ
ち
こ
ち
で

“
バ
ッ
タ
ン
バ
ッ
タ
ン
”と
織
機

の
音
が
力
強
く
響
い
て
い
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。年
を

重
ね
る
ご
と
に
、郷
土
愛
が
膨
ら

み
ま
す
ね
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

離
れ
た
地
で
井
原
を
発
信

　

東
京
後
月
会
が
発
展
す
る

こ
と
を
目
指
す
蔦
川
さ
ん
。

「
デ
ニ
ム
や
ブ
ド
ウ
、明
治
ご
ん

ぼ
う
な
ど
、ど
こ
に
も
負
け
な
い

資
源
が
井
原
に
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、井
原
の
知
名
度
は
低
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
郷
で
、

関
東
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
は

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う

い
っ
た
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
多
く
の
人
に
井
原
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

井
原
を
誇
り
に
思
い
、
東
京
で

行
わ
れ
る
井
原
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
を
た
く
さ
ん
の
人

に
発
信
し
て
、
応
援
し
て
い
き

た
い
で
す
」

栁
やなぎさわ
澤 大

だいさく
作さん（45歳）

【東江原町】

仲間と一緒に
音楽を楽しむとき

　
開
放
的
な
広
い
野
外
で
、仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
、自
由
な
ス
タ
イ
ル

で
音
楽
が
楽
し
め
る
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
。市
内
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス

も
あ
り
長
年
参
加
し
て
い
ま
す
。フ
ェ
ス
で
は
、自
然
の
中
で
好
き
な

仲
間
と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
片
手
に
ゆ
っ
た
り

流
れ
る
時
間
が
最
高
で
す
。ず
っ
と
笑
顔
で
過
ご
せ
ま
す
ね
。最
近
で
は
、

最
高
の
空
間
作
り
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
に“
い
い
イ
ベ
ン
ト

で
す
ね
”と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
フ
ェ
ス
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

か
ら
会
員
を
中
心
に
運
営
・

活
動
し
て
い
る
専
門
部
と
、

昭
和
54
年
に
開
設
さ
れ
た
文
化

教
室
の
2
本
の
柱
か
ら
な
り
、

現
在
も
約
１
３
０
の
団
体
が

活
発
に
文
化
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

同
協
会
の
会
長
を
務
め
る

片か
た
お
か岡
良り
ょ
う
に
ん
仁
さ
ん（
芳
井
町
）は

「
60
周
年
を
機
に
始
め
た
伝
統

文
化
体
験
教
室“
や
っ
て
み
よ

う
！
和
の
楽が

っ
こ
う校
”が
定
着
し
て

き
た
こ
と
や“
集
ま
れ
！
井
原

の
芸
術
家
”が
井
原
放
送
に
て

放
映
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、文
化

協
会
を
幅
広
い
世
代
に
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
機
会
が
増
え

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
、

地
域
文
化
の
振
興
や
継
承
を

目
指
し
、時
代
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」と
語
り
ま
す
。

　
同
協
会
で
は
、
70
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

秋あ
き
か
わ川
雅ま
さ
ふ
み史
氏
を
招
い
て
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
11
月
23
日（
土・
祝
）

に
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
、優
れ
た
文
化
芸
術
に

触
れ
て“
心
の
栄
養
”を
補
給
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

房野氏による記念講演の様子
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②
持
参
品

 

・�

上
履
き（
ス
リ
ッ
パ
や
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
）

 

・
飲
料
水
と
軽
食

 

・
毛
布
や
上
着
な
ど

　
【�

体
調
不
良
の
人
が
必
ず
持
参

す
る
物
】

 

・
常
備
薬
と
お
薬
手
帳

 

・
健
康
保
険
証
な
ど

③�

避
難
先
の
検
討

　
�　

避
難
先
は
、小
中
学
校
な
ど

市
が
設
け
た
避
難
所
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
に

応
じ
て
、
安
全
な
地
域
に
お

住
ま
い
の
親
戚
や
知
人
の
家

な
ど
へ
の
避
難
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

�　
な
お
、自
宅
な
ど
で
安
全
が

確
保
で
き
る
場
合
は
、
必
ず

し
も
避
難
所
な
ど
、
ほ
か
の

場
所
に
移
動
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
所
に
お
け
る

避
難
所
に
お
け
る

　
　
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
も
梅
雨
や
台
風
に
よ
る

災
害
が
起
き
や
す
い
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
、感
染
症
の
拡
大

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、

本
市
避
難
所
で
は
、検
温・換
気

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
ま
す
が
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人
が

避
難
さ
れ
る
場
合
は
、
着
用
を

勧
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

・
検
温

 
・
換
気

 
・�
避
難
者
同
士
の
間
隔
の

確
保
な
ど

①
健
康
状
態
の
確
認

　

�　
避
難
の
前
に
は
、身
の
安
全

を
確
保
し
た
上
で
、健
康
状
態

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る

人
は
、
避
難
所
内
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
に
避
難
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、必
ず
避
難
所

の
受
付
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

いざという時のために備えておきましょう！！いざという時のために備えておきましょう！！
　災害時に備えて、自宅から避難する際に持ち出す「非常持出品」を準備しておきましょう。
非常持出品の例
□携帯電話と充電器 モバイルバッテリー（予備の電池）があると便利
□懐中電灯 予備の電池も用意
□携帯ラジオ AM、FMの両方を聴けるもの、予備の電池も用意
□飲料水 ペットボトル入りの水やお茶など
□非常食 乾パンやクラッカーなど、火を通さず食べられるもの
□救急医薬品 常備薬、お薬手帳、マスク、体温計など

□衛生用品 ティッシュペーパー、ウエットティッシュ、消毒液、
せっけんなど

□貴重品 現金、健康保険証、免許証など

□衣類 上着、下着、靴下、タオル、ハンカチ、上履き（スリッパ、
体育館シューズ）など

□その他 筆記用具、メモ帳、毛布、ポリ袋など
※非常持出品は、リュックサックなどの両手が使える袋に入れましょう。
※高齢者や乳幼児、慢性疾患のある人などは、状況に応じて必要なものを準備しましょう。

１
．避
難
所
で
の
対
策

１
．避
難
所
で
の
対
策

22
．避
難
さ
れ
る

．避
難
さ
れ
る

と
き
の
お
願
い

と
き
の
お
願
い

問
危
機
管
理
課（☎

�
9
5
5
0
）
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日頃の善行に感謝 コミュニティ活動善行者表彰
　市では、日頃から「心豊かなふれあいのあるまちづくり」に貢献
されている方々の善行をたたえようと、昭和49年から「コミュニティ
活動善行者表彰」を行っています。
　5月14日、本年度の表彰式が市役所で行われ、長年にわたり、文化
継承や地域コミュニティの醸成、環境美化活動に積極的に取り組んで
こられた3人に、表彰状と記念品が贈られました。

問１階、市民活動推進課（☎�9508）
受賞された皆さんと善行内容

氏　　名 善　　行　　内　　容

上
う え の

野 雅
ま さ し

士さん
（岩倉町）

　長年にわたり、公民館や小学校に飾る門松の製作に携わり、稲倉地区の迎春ムードを創出
しているほか、地元の園児や児童と一緒に自らの田で青刈りした稲わらを使ったしめ縄づくり
やとんど祭り、田植え、稲刈り、餅つき、昔遊びなど、昔ながらの体験を通じて、文化の
継承および地域コミュニティの醸成に多大な貢献をされている。

西
にしおか

岡 浩
こ う じ

二さん
（大江町）

　長年にわたり、河川堤防の草刈りを継続的に行い、地域の環境美化に多大な貢献をされ
ている。また、自治会での草刈り活動時には、作業する高齢者の負担を軽減する下準備を
行い、未然の事故防止に努められるなど、地域活動のために尽力されている。

藤
ふ じ い

井 和
か ず み

海さん
（芳井町）

　国重要無形文化財の備中神楽の神楽師として、昭和45年から地元行事や施設への慰問活動
などで活躍され、地域コミュニティの醸成に寄与されている。また、平成15年からは、後進の
育成に努め、その後、長年にわたり小中学生伝承教室の代表者として尽力され、文化継承
にも多大な貢献をされている。

（左：上野さん　右：藤井さん）

住宅の耐震性の強化を進めましょう!!

　建築物の耐震診断を行う場合、費用の一部を補助
します。
対象　市内の建築物の耐震診断を実施する所有者
補助金額
�①旧耐震の木造戸建て住宅
　�一般診断法　6万円
②戸建て住宅（①以外の戸建て住宅）
　費用の2/3以内（限度額9万円）
③建築物（①②以外の建築物）
　�費用の2/3以内（限度額150万円、用途・規模により
300万円の場合あり）

　近い将来高い確率で発生が予想されている南海トラフ地震をはじめ、地震から生命を
守るためには、住宅の耐震性の強化が必要です。
　今年1月に発生した能登半島地震をはじめ、全国で発生した大きな地震では、新しい耐震基準が
定められた昭和56年6月以前に建築された旧耐震基準の住宅の多くに大きな被害が出ています。
　市では、次のとおり住宅などに対する耐震診断や耐震改修をする人に補助を行っています。

建築物耐震診断等事業費補助金 木造住宅耐震改修等事業費補助金

　耐震診断（一般診断法）の結果、倒壊の危険性が
あると判断され、その補強計画に基づいて行う木造
住宅の耐震改修工事の費用の一部を補助します。
補助金額
�❶耐震改修工事　
　�対象費用の23/100（上限80万円）
❷部分的な耐震改修工事
　対象費用の1/2（上限40万円）
❸耐震シェルター設置工事
　対象費用の1/2（上限20万円）
❹防災ベッド設置工事
　対象費用の1/2（上限10万円）
※❷❸❹については、補助金の対象となる人に条件
があります。

問2階、都市施設課（☎�9527）※補助の申し込みの際は、事業実施前にご相談ください。
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7月から約4.6ヘクタール7月から約4.6ヘクタール
が新たに使用できますが新たに使用できます

　公共下水道は、河川など公共用水域の水質保全や、快適でより衛生的な生活環境の実現のために、公共下水道は、河川など公共用水域の水質保全や、快適でより衛生的な生活環境の実現のために、
欠くことのできない施設です。このため市では、年次計画により公共下水道の整備を進めています。欠くことのできない施設です。このため市では、年次計画により公共下水道の整備を進めています。
　7月から、井原処理区の七日市町・東江原町・西江原町の一部約2.9㌶、また芳井処理区の芳井　7月から、井原処理区の七日市町・東江原町・西江原町の一部約2.9㌶、また芳井処理区の芳井
町吉井地区の一部約1.7㌶が新たに使用できることになりました。町吉井地区の一部約1.7㌶が新たに使用できることになりました。
　これにより、井原処理区約736㌶、芳井処理区約71㌶が使用可能になります。　これにより、井原処理区約736㌶、芳井処理区約71㌶が使用可能になります。
　使用開始区域の皆さんには、一日でも早くご利用くださるよう、早期の接続をお願いします。　使用開始区域の皆さんには、一日でも早くご利用くださるよう、早期の接続をお願いします。

凡　　例
事業認可区域

令和5年度までの
使用開始区域

令和6年7月1日
使用開始区域

新
規
使
用
開
始
に
伴
う

新
規
使
用
開
始
に
伴
う

        
        

関
係
書
類
の
縦
覧

関
係
書
類
の
縦
覧

　　　　
新
た
に
使
用
開
始
と
な
っ
た

区
域
の
図
面
な
ど
を
、
次
の

と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

と
　
き

　
7
月
1
日（
月
）ま
で

　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土・日
は
除
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　

　
水
道
部
下
水
道
課（
西
江

　
原
町
１
９
０
５
番
地
１
）

公共下水道公共下水道
問下水道課（☎�0176）問下水道課（☎�0176）

七日市町

西江原町

東江原町

芳井町
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公
共
下
水
道
整
備
に
よ
る

公
共
下
水
道
整
備
に
よ
る

個
人
負
担
に
つ
い
て

個
人
負
担
に
つ
い
て

◆
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道

の
整
備
に
よ
り
特
定
の
地
域
に

居
住
す
る
人
が
利
益
を
受
け
る

た
め
、
整
備
区
域
内
の
土
地

（
家
屋
）の
所
有
者
に
、
下
水
道

の
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
負
担
金
額
は
、
整
備
区
域
内

に
あ
る
土
地
の
面
積
に
対
し
て
、

１
㎡
当
た
り
５
０
０
円
を
乗
じ

た
額
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
５
年
間
で
合
計
20
期

（
年
４
回
）に
分
け
て
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
例：４
０
０
㎡
の
宅
地
】

　
負
担
金
額
は
20
万
円
で
す
。

１
期
が
１
万
円
の
合
計
20
期
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
最
初
の
納
期
限
ま
で
に
全
額

を
納
付
す
る
と
、
負
担
金
額
の

15
％
相
当
額
が
一
括
納
付
報
奨

金
と
し
て

交
付
さ
れ

ま
す
。大
変

有
利
な
制
度

で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
使
用
料

　
下
水
道
管
な
ど
の
維
持
管
理

や
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
汚
水
を

き
れ
い
な
水
に
す
る
た
め
に
は
、

多
額
の
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、こ
の
経
費
の

一
部
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
使
用

水
量
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。

　

納
期
は
、奇
数
月
の
年
6
回

で
す
。

水
洗
式
ト
イ
レ
へ
の
改
造
は

水
洗
式
ト
イ
レ
へ
の
改
造
は

33
年
以
内
に
！

年
以
内
に
！

　

使
用
開
始
区
域
と
し
て
告
示

さ
れ
下
水
道
の
使
用
が
始
ま
る

と
、対
象
と
な
る
区
域
の
皆
さ
ん

に
は
、家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を

下
水
道
管
へ
流
す
た
め
の
排
水

設
備
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

排水設備
（個人で設置・管理）

公共下水道
　（市で設置・管理）

　水洗便所に溶けにくいウエット
ティッシュなどの異物を流したり、
台所の流しに生ごみや天ぷら油
などの廃油を流したりすると、
排水管や汚水ますが詰まる原因と
なりますので、絶対に流さないで
ください。また、台所や風呂、洗濯、
洗面の排水が集まる汚水ますは、
定期的に掃除してください。

下水道を正しく使いましょう！下水道を正しく使いましょう！

　
特
に
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
、

告
示
の
使
用
開
始
日
か
ら
３
年

以
内
に
水
洗
式
ト
イ
レ
に
改
造

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

下
水
道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
排
水
設
備
の
工
事
は
、

下
水
処
理
施
設
が
正
し
く
機
能

す
る
よ
う
、一
定
の
基
準
に
沿
っ
て

正
し
く
施
工
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
の
た
め
工
事
は「
井

原
市
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」に
依
頼
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
使
用
開
始
区
域
の

位
置
図
」お
よ
び「
井
原
市
公
共

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

す
る
際
の
経
済
的
負
担
が
で

き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う

に
、
市
で
は
、
市
内
の
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合
、

利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

美星天文台と平櫛田中美術館
の前にそれぞれ設置された、
オリジナルのマンホールふた

RX-78-2
　　　 ガンダム

MS-06FザクⅡ



   令和6年6月（8）

　「広報いばら」は、井原市制施行後の昭和28年7月20日に創刊して以来70年間にわたって、市の
情報をお伝えするだけでなく、市民と行政をつなぐ架け橋として皆さまと共に歩んできました。
　これまでの広報誌を開くと、時代の変化と共に少しずつ形を変えながら、まちの発展だけでは
なく、皆さんの笑顔や思い、活躍する姿がうかがえます。今月は、900号の節目にあたり、いただいた
お祝いの言葉と共に広報誌の変遷を振り返ります。
　今後も、市政や暮らしの情報を分かりやすく伝え、親しみを持って手に取っていただける広報誌
となるよう取り組みますので、これからもご協力をよろしくお願いします。

問3階、秘書広報課（☎�9501）

より身近で親しみを持ってもらえるより身近で親しみを持ってもらえる
広報誌を目指して広報誌を目指して

－広報いばら900号－－広報いばら900号－

　
昭
和
28
年
4
月
、10
カ
町
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
井
原
市
。
市
制
施
行
後
に
、
初
め
て
発
行

さ
れ
た
第
1
号「
井
原
市
広
報
」。
初
代
市
長
の

大お
お
や
ま山

文あ
や
お雄

氏
、
初
代
議
長
の
斉さ
い
と
う藤

芳よ
し
じ治

氏
の

あ
い
さ
つ
か
ら
歩
み
始
め
ま
し
た
。

第340号
昭和52年10月15日発行

第669号
平成17年3月15日発行

第1号
昭和28年7月20日創刊

第754号
平成24年4月16日発行

　

第
３
４
０
号
か
ら
名
称
を「
広
報
い
ば
ら
」に

変
更
し
、柔
ら
か
い
印
象
と
な
り
ま
し
た
。
同
号

の
表
紙
で
は
、
第
15
回
井
原
市
民
体
育
祭
で

多
く
の
人
が
テ
ン
ト
か
ら
選
手
を
応
援
す
る
姿

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
3
月
、
井
原
市・
後
月
郡
芳
井
町・

小
田
郡
美
星
町
が
合
併
。
広
報
よ
し
い（
最
終

４
７
１
号
）と
広
報
美
星（
最
終
６
０
２
号
）の

志
を
引
き
継
ぎ
、合
併
後
最
初
と
な
る
第
６
６
９

号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
と
笑
顔
を
と
ど
け
ま
す
！
」を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、多
く
の
市
民
の
笑
顔
を
紹
介
す
る

な
ど
、
市
民
参
加
型
の
誌
面
構
成
と
な
る
よ
う

第
７
５
４
号
か
ら
誌
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

   令和6年6月（8）
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平成28年（800号）から令和6年　表紙の軌跡平成28年（800号）から令和6年　表紙の軌跡

広
報
い
ば
ら

広
報
い
ば
ら

       
       

読
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

読
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

平
成
29
年
3
月
号

“
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ひ
と
”に
登
場

上
出
部
町　
岡お

か
が
わ川 

絹き
ぬ
え江

さ
ん

「
広
報
い
ば
ら
９
０
０

号
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

７
年
前
に
取
材
を
受

け
た
時
と
変
わ
ら
ず
、

現
在
も
市
文
化
教
室

の
き
り
え
教
室
の
講

師
と
し
て
、指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
日
本
き
り
え
協
会
公
認

講
師
の
後
継
者
も
で
き
、少
し
ほ
っ
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
作
品
制
作

に
対
す
る
熱
意
と“
井
原
で
き
り
え
を

広
め
た
い
”と
い
う
強
い
思
い
を
持
ち

な
が
ら
、今
後
も
頑
張
っ
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
誌
に
は

“
市
民
の
ひ
ろ
ば
”の
コ
ー
ナ
ー
に
生
徒

の
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、楽
し

み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、

市
民
に
と
っ
て

分
か
り
や
す

く
、
親
し
み
を

持
て
る
よ
う
な

広
報
誌
を
期
待

し
て
い
ま
す
」

「
広
報
い
ば
ら
」は
、
シ
ル
バ
ー

「
広
報
い
ば
ら
」は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に

よ
っ
て
各
自
治
会
に
届
け
ら
れ

よ
っ
て
各
自
治
会
に
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　　
「
広
報
い
ば
ら
」は
、市
内
の
公
共
施
設

や
郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

金
融
機
関
な
ど
に
も
配
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

巿
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶

(

公
社)

井
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長　
竹た
け
よ
し好 

正ま
さ
み
つ光
さ
ん

「
広
報
い
ば
ら
９
０

０
号
の
発
行
、心
よ

り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。毎
月
、広
報

の
発
行
日
に
は
朝

8
時
か
ら
折
り
込
み

や
仕
分
け
の
作
業
を

行
い
、終
了
後
に
各
地
区
の
担
当
者

が
自
治
会
へ
の
配
達
を
行
い
ま
す
。

自
治
会
長
な
ど
の
お
手
元
へ
は
、

遅
く
と
も
3
日
以

内
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
、今
後
も

会
員
一
丸
と
な
り

努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」

第836号第836号 第828号第828号 第815号第815号 第807号第807号

第883号第883号 第877号第877号 第869号第869号 第850号第850号

▶
折
り
込
み

　
　
　
作
業
の
様
子

（9） 　　　　　　　  令和6年6月



まちのわだいまちのわだい
PhotoPhoto

 News News

   令和6年6月（10）

　井原駅前広場を会場に、環境フェアが開催され
ました。自転車による発電で電力について考える
移動環境学習車「さんよう号」のコーナーやごみ収集車
での積み込み体験など、暮らしを見つめ直すさまざまな
ブースが設けられ、来場者は楽しみながら、環境問題
への理解を深めていました。

未来の地球のために
環境フェア6/2

多様性認め合うきっかけ制服で
市内中学校 統一型新制服の発表5/9

　令和7年度の中学校入学生徒から導入する、市内5校
統一デザインの新制服が発表されました。新制服は、
性別に関係なくスラックスかスカートかを選択でき
るジェンダーレスな制服で、動きやすさや耐久性に
も優れ、機能性も高くなっています。ブレザーにつける
エンブレムは学校ごとに違い、井原デニム生地に
各学校の生徒がデザインした特徴あるものになって
います。

　芳井生涯学習センターで戦没者追悼式が開催され、
本市出身で第二次世界大戦などにより亡くなられた
2114人の冥福を祈りました。遺族など約180人の
参列者は、献花台に一人一人白菊を手向け、戦争の
ない平和な社会の実現を誓いました。

恒久的な平和を願う
戦没者追悼式5/16

中学校別オリジナルエンブレム

高屋 木之子 井原 美星 芳井
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まちのわだい  Photo News

　ふるさと井原の未来を創るひとづくり事業の一環
として、より良い未来を実現するためのチャレンジを
創出する「コノユビトマレ合宿」が星の郷ふれあい
センターで開催されました。市内外から学生や社会人
約50人が参加し、交流や対話を行いながら、より良い
自分や社会の実現に向けた行動計画“マイプロジェ
クト”について考え、それぞれに発表していました。

新しい自分と仲間に出逢う
コノユビトマレ合宿

5/25
 ～ 26

　市と株式会社エフエムふくやまが、防災情報の放送
に関する協定を締結しました。これは、大規模な災害
が発生した場合、エフエムふくやまのラジオ放送を
利用し、緊急情報を放送するものです。災害時において
より多くの情報発信が行えるため、今後の安全確保
や被害軽減に期待されます。

災害時に安心を届ける
エフエムふくやまとの災害協定調印式5/29

これからも生き生きと
美星長寿学級・芳寿大学・小田川大学

5/23、
 24、29

　市民茶室「不老庵」と市民会館を会場に、同茶室の
開設30周年を記念した茶会が開催されました。会場
には井原市文化協会茶道部の表千家流、裏千家流、
上田宗箇流の三流派の席が用意され、訪れた参加者
に茶器などの説明を交えながらお点前を披露して
いました。

風雅な茶の世界を堪能
市民茶室「不老庵」30周年記念茶会5/19

　5月23日に美星長寿学級、24日に芳寿大学、29日
に小田川大学の開講式が行われました。この講座は、
高齢者の学びと交流の場として開催され、参加した
受講生は教養を深めようと、熱心に聴講していま
した。



   令和6年6月（12）

作　
品

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

このページでは、市内の小・中学校、高等学校からこのページでは、市内の小・中学校、高等学校から
寄せられた作文や作品、その他情報を紹介します寄せられた作文や作品、その他情報を紹介します。。

スクールスクール

作　
文

『
り
ん
ご
星
の
家
を
見
つ
け
ち
ゃ
っ
た
』

　
青
野
小
学
校
三
年　

西に
し
だ田 

壱い
っ
け
い慶
さ
ん

　
り
ん
ご
星
の
家
に
は
、
り
ん
ご
星
人
が
い
っ
ぱ
い

い
る
か
も
…
。絵
本
を
読
ん
で
想
像
し
て
描
き
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ン
日
本
海
」を
披
露
す
る
と
と
も
に
、

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
舞
人
さ
ん
に
、感
謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。私
た
ち
は
、被
災
地
の

方
々
に
少
し
で
も
元
気
を
出
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
思
い
を
も
ち
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、あ
い
さ
つ
で
す
。
朝
、学
校
に

着
い
た
ら
、
職
員
室
に「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

六
年
生
は
、毎
朝
、学
校
の

玄
関
や
く
つ
箱
を
掃
除
し

ま
す
。み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
考

え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
一
致

団
結
」に
決
め
ま
し
た
。
授
業
や
学
校
行
事

で
、み
ん
な
で
協
力
し
、
心
を
一
つ
に
し
て

取
り
組
む
と
、大
江
小
学
校
に
も
っ
と
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
、こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
、で
き
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前

と
し
て
、も
っ
と
魅
力
あ
る
大
江
小
学
校
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
夏
の
海
』

　
高
屋
中
学
校
二
年　

中な
か
む
ら村 

遼り
ょ
うさ
ん

　
ぼ
く
の
好
き
な
ク
ジ
ラ
を
題
材
に
夏
の
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
り
ま
し
た
。家
族
旅
行
の
写
真
を
入
れ
た
い
で
す
。

「
学
校
紹
介
」

大
江
小
学
校
児
童
会
運
営
委
員
会

　
大
江
小
学
校
は
、全
校
児
童
六
十
九
名
で

す
。「
レ
ッ
ツ
全
力
航
海
！
大
江
丸
」を
合
言

葉
に
、ど
の
学
年
も
授
業
や
休
み
時
間
に

交
流
し
て
、毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
学
校
の
自
慢
は
、三
つ
あ
り

ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
学
年
関
係
な
く
仲
良
く
過
ご

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、一
年
生
の

生
活
科
の
授
業
で
は
、六
年
生
が
一
年
生
の

手
助
け
を
し
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
っ

て
、使
い
方
や
、
写
真
の
撮
り
方
を
教
え
、

ま
と
め
の
仕
方
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
初
め
て
で

不
安
な
一
年
生
も
、授
業
や

給
食
を
通
し
て
、た
く
さ
ん

笑
顔
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、人
を
思
い
や
る
気
持
ち
で
す
。

学
校
の
友
達
と
仲
良
く
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、昨
年
の
六
年
生
が
、能
登
半
島
地
震

で
被
災
し
た
石
川
県
珠
洲
市
に
、応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
同
じ

石
川
県
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
団
体

「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
舞ま

い
び
と人
」さ
ん
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
、運
動
会
で
は
高
学
年
が「
よ
さ
こ
い
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県立井原高等学校
▲HPはコチラ▲HPはコチラ

《オープンスクール》
7月30日（火） 午前8：55～午後0：05　※本校HPから申し込んでください。

11
年
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

年
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
実
施
！

研
修
実
施
！

　4月22日、23日の2日間で、プレゼン
テーションの研修を実施しました。
生徒は伝わる話し方や動作、スライド
の作成方法などを活動を通して学んで
いました。高校での探求活動や教科
の発表に役立てていきます。

　4月9日、井原高校体育館にて、入学式が挙行
されました。普通科100名、地域生活科41名、
計141名の新入生が、井原高校の1年生として
新しくスタートを切ることになります。新入生
代表宣誓では、福

ふくしま

島大
だ い や

矢さん（高屋中出身）が
新たな決意を力強く述べてくれました。

令和6年度入学式令和6年度入学式
141名が入学！141名が入学！

部活動紹介　中庭コンサート　開催！部活動紹介　中庭コンサート　開催！

　4月10日7時間目に、1年生を対象とした生徒会主催の部活動紹介がありました。各部の上級生が
工夫を凝らしたパフォーマンスを行いました。放課後には、音楽部と書道部がコラボした中庭コン
サートが実施され、素晴らしい演奏と豪快な書道パフォーマンスで新入生を迎えました。

©岡山県立井原高等学校2022
マスコットキャラクター

「ワタ坊」
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市民市民のの  
  ひ ろ ばひ ろ ば
   このページでは、このページでは、
皆さまから寄せられ皆さまから寄せられ
た作品を紹介しますた作品を紹介します。。

　
今
月
号
の
記
事
の
中
か
ら
ク
イ
ズ

を
出
題
し
ま
す
。答
え
と
住
所
、氏
名
、

ま
た「
広
報
い
ば
ら
」に
対
す
る
ご
意
見・

ご
感
想
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
一
人

の
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
な
お
、
抽
選
結
果
は
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ク

イ

ズ
（先月号の答え：クーリング）

問
題
：
昭
和
28
年
の
創
刊

以
来
、皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で

き
た「
広
報
い
ば
ら
」は
、今
月

〇
〇
〇
号
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
さ
て
、
〇
〇
〇
に

入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う
。

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」・「
ク
イ
ズ
」の

応
募
は
、
ハ
ガ
キ・Em

ail

の

い
ず
れ
か
で
、
左
記
へ
お
願
い
し

ま
す
。（
作
品
は
20
字
～
30
字
の

コ
メ
ン
ト
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）

な
お
締
め
切
り
は
、
令
和
6
年

7
月
1
日（
月
）必
着
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
先

〒�

７
１
５-

８
６
０
１

井
原
町
３
１
１
番
地
1

　
井
原
市
役
所
総
合
政
策
部 

秘
書
広
報
課 

広
報
係

Em
ail:hishokouhou
@
city.ibara.lg.jp

▶
ク
イ
ズ
応
募

は
こ
ち
ら
か
ら

▶
秘
書
広
報
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

為
ためしげ
重 満

ま ゆ み
悠美さん （七日市町）

梅雨時に気分的に家の中でさわやか
にと思って作ってみました。

『タペストリー』
パッチワーク

藤
ふじ い
井 増

ます こ
子さん（芳井町）

晴天の日、きれいな水色の花が咲いて
いました。さわやかなこの花が好き。

『あやめ』
絵手紙

三
みやけ
宅 弘

ひろあき
昭さん（芳井町） 

『ちづ穂さん 熱海にて』
油絵

川　
柳ち

ゃ
ん
付
け
で 

呼
ぶ
友
の
あ
り 

春
彼
岸

朝あ
さ
は
ら原 

久ひ
さ
こ子
さ
ん�

（
井
原
町
）

短　
歌雨

上
が
り
の 

湿
り
し
土
に 

根
付
け
よ
と

　
　
　
　
　
　

萵ち
し
ゃ苣

の
稚
苗
を 

移
植
し
て
を
り

山や
ま
な
り成 

正ま
さ
み美

さ
ん�

（
下
出
部
町
）

艶
あで
やかな芸

げいぎ
妓さんを描いてみました。

立ち姿がとてもきれいでした。

森
もりまさ
政 俊

とし こ
子さん （高屋町）

初夏のさわやかな風を感じる花を
生けてみました。

『芍
しゃくやく
薬とななかまど』

生花
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定　員　30人
対　象　乳幼児～小学生・保護者（未就学児は保護者同伴）

随時行っています！

児童会館だより

☆おすすめの遊び☆
4歳～小学生向け 「わくわく☆宝探し」　井原児童会館

「つくってみようPart2」　木之子児童会館
「積んで・並べて・転がして」　高屋児童会館
「スポーツフェスティバル」　芳井児童会館

おでかけ♪じどうかいかん

※予約は不要です。

※事前に予約が必要です。

子育てページ

すす
くく
すす
くく

7月 ※事前に予約
が必要です。

父：道信さん、母：梨奈さん
からのメッセージ

「生まれてきてくれてありがとう
お姉ちゃんと一緒に仲良く

元気に大きくなあれ！」

片
かたやま

山 萌
も な

奈ちゃん
（令和5年11月18日生）

【西江原町】

父：神二さん、母：知聡さん
からのメッセージ

「4,174g とても大きく、
　　元気に生まれてきてくれて

ありがとう」

森
もりおか

岡 大
だ い き

揮ちゃん
（令和5年10月15日生）

【西江原町】

わがやのわがやの
げんきっこげんきっこ

　大切なお子さんへのメッセージを
『広報いばら』に載せて思い出にしま
せんか？

問健康医療課（☎�8224）

～よく噛むことを習慣化しましょう～

　よく噛むことは、食べ物を味わい、噛み砕いて体の中に入れるだけでなく、
顎の発達、歯並び、顔の輪郭の形成、身体の発育など重要な役割があります。
子どもの時から「よく噛む」習慣を作り、家族みんなで歯を大切にしましょう。

井原市子育て支援センター　（☎�4970）
たかや子育て支援センター　（☎� 0102）
つどいの広場　　　　　　（☎� 7708）
井原児童会館　　　　　  （☎� 8117）
木之子児童会館　　　　  （☎� 4404）
高屋児童会館　　　　　  （☎� 3760）
芳井児童会館　　　　　  （☎� 1312）

児童会館Instagram
アカウント開設！

児童会館の様子やイベント
情報などを発信します♪

　児童会館で人気のおもちゃや職員が考えた遊びを楽しむことができます♪

と　きと　き 内　容内　容 ところところ 主　催主　催
2日㈫ 10時30分～ ごっこあそび 芳井児童会館 芳井児童会館
3日㈬ 10時～ 七夕まつり☆星まつり♪ 西江原公民館 井原市子育て支援センター
4日㈭ 10時30分～ きらきら星かざり☆ 木之子児童会館 木之子児童会館

5日㈮
10時20分～ 応急手当講習会 井原保健センター つどいの広場

10時～ 笹の葉さ～らさら～♪
七夕を楽しもう☆ 高屋南保育園 たかや子育て支援センター

8日㈪ 13時30分～ おひさまバースデー つどいの広場 つどいの広場
10日㈬ 10時30分～ キャンプごっこ 高屋児童会館 高屋児童会館

11日㈭ 10時～（雨天中止）
思いっきり水遊びを楽しもう☆
～プカプカ楽しい魚つり～ 高屋南保育園 たかや子育て支援センター

12日㈮ 10時～ 水遊びって楽しいね！ 甲南保育園 井原市子育て支援センター
17日㈬ 10時30分～ 夏あそび♪ 井原児童会館 井原児童会館
18日㈭ 10時～ 保育園のプールであそぼう☆ 高屋南保育園 たかや子育て支援センター

23日㈫
10時～ みんなあつまれ♪0歳・1歳 西江原公民館 井原市子育て支援センター
13時30分～ アロマポットをつくろう 木之子児童会館 木之子児童会館

25日㈭ 10時～（雨天中止）
思いっきり水遊びを楽しもう☆
～プカプカ楽しい魚つり～ 高屋南保育園 たかや子育て支援センター

30日㈫ 13時30分～ ギャラクシーボトルを作ろう☆ 高屋児童会館 高屋児童会館

と　きと　き ところところ 主　催主　催
7月25日㈭ 10時30分～11時30分 大江公民館 高屋児童会館
7月26日㈮ 13時30分～14時30分 出部公民館 木之子児童会館
7月31日㈬ 10時30分～11時30分 西江原公民館 井原児童会館

ひ　…　肥満を防ぐ
み　…　味覚の発達
こ　…　言葉の発音がはっきり
の　…　脳の発達

は　…　歯の病気を防ぐ
が　…　がんを防ぐ
いー…　胃腸の働きを促進する
ぜ　…　全身の体力向上と全力投球　

よく噛むことの効用 「ひみこのはがいーぜ」
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減税額　�本人、控除対象配偶者を含む扶養親族1人につき、1万円
※定額減税の対象となる人は、国内に住所を有する人に限ります。
※控除対象配偶者および扶養親族の判定は、前年12月31日の現況によります。
※控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の人がいる場合は、令和7年度分の個人住民税において1万円の
定額減税が行われます。

市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555（夜間も対応）（夜間も対応） 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 情報のひろば

個人住民税の定額減税
～所得税および住民税において定額減税が実施されます～

対　象　�前年の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
※個人住民税均等割および森林環境税のみの人は定額減税の対象ではありません。

問1階、税務課（☎�9510）

・�今回送付しております納税通知書などに記載している
個人住民税の税額は、減税後の税額になります。
・�住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が
行われた後の所得割額から減税されます。
・�所得税の定額減税については、国税庁ホームページ
をご覧ください。

　わが国の経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和6年度税制改正に伴い、令和
6年分の所得税および令和6年度分の個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。

徴収方法（令和6年度分)
�　①給与所得に係る特別徴収（給与所得者）
　　�令和6年6月分は徴収されず、定額減税後の
税額が令和6年7月分～令和7年5月分の11カ月
でならされます。

　�※定額減税の対象にならない人は通常どおりの
徴収方法になります（変更はありません）。

　②普通徴収（事業所得者など）
�　　�定額減税前の税額をもとに算出された第1期分
（令和6年6月分）の税額から控除され、控除
しきれない場合は、第2期分（令和6年8月分）
以降の税額から、順次控除されます。

　③公的年金の所得に係る特別徴収（年金所得者）
�　　�定額減税前の税額をもとに算出された令和6年
10月分の特別徴収税額から控除され、控除
しきれない場合は、令和6年12月分以降の特
別徴収税額から、順次控除されます。

委員名 人数 活動内容 任期 応募資格など 申込締切 申込方法

井原市
健康づくり

推進協議会委員
3人

健 康 づ く り の
総合的な対策の
審議など

2年間
（9月19日～）

市内に居住し、かつ住所を有して
いる満18歳以上（7月1日現在）の人
で、健康づくりや食育に関心があり
平日の昼間の会議に出席可能な人

7月26日（金）
市ホームページ
または健康医療課
に備え付けの申込
書により申し込み

各種委員の募集各種委員の募集公 募
問健康医療課（☎�8224）下記事業において、 意見をいただく委員を募集します。

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

7 8 9 10 11 12 2 3 4 5R7.1R6.6

8 10 R7.1R6.6

8 10 12 R7.2R6.4 6

6月分は徴収されません

6月分から控除（控除しきれない場合は8月分から順次控除）

10月分から控除（控除しきれない
場合は12月分から順次控除）

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を

3期分で徴収）

R5年に確定・通知済み

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収
税額を除いた税額を3期分で徴収）

8 10 12 R7.2R6.4 6

8 10 R7.1R6.6

7 8 9 10 11 12 2 3 4 5R7.1R6.6

｛

税
負
担

税
負
担

◀市ホームページ

国税庁ホームページ▶

③

②

①
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　国民年金には、所得が少なく保険料を納める
ことが困難なときは、保険料の納付が免除または
猶予される制度があります。納付が困難な場合でも
未納のままにせず、必ず手続きを行ってください。
未納のままにしておくと、将来の年金を受けるための
資格期間が足りなくなることや、万が一のときに
障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることが
できなくなることがあります。

※上記の免除などの申請は、申請時点から2年1カ月
までさかのぼって行うことができます。
※免除などの承認を受けた場合は、保険料を全額納付
した場合と比べて受け取る年金額が低額となります。

●保険料免除の対象となる所得の目安　

※所得の種類や控除額などによって、免除に該当
しない場合もあります。
※「所得」は給与所得控除額や必要経費などを差し
引いたもので「収入」とは異なります。
※納付猶予は全額免除と同基準となります。
※震災・風水被害などの被災者、退職者の人は所得
に関係なく該当する場合がありますのでご相談
ください。
※令和3年7月から、未婚のひとり親（前年の合計
所得が135万円以下の人に限る）も免除の対象と
なりました。

国民年金保険料の免除制度
～令和6年度分の受け付けは7月1日から～

問1階、市民課（☎�9514） 
　芳井振興課（☎�0110）、美星振興課（☎�3111）
　倉敷西年金事務所（☎086-523-6395）

世帯構成 全額免除
一部免除

3/4免除
（1/4納付）

1/2免除
（1/2納付）

1/4免除
（3/4納付）

４人世帯
（夫婦、子ども２人）172万円 202万円 242万円 282万円

２人世帯
（夫婦のみ） 102万円 126万円 166万円 206万円

単身世帯   67万円 88万円 128万円 168万円

制　度 説　明

保険料
免除制度

本人と配偶者、世帯主の所得が一定額
以下の場合は、保険料の全額または一部
が免除されます。

50歳未満
納付猶予
制度

�免除制度に該当しない場合でも、本人
および配偶者の所得が一定額以下の場
合には、保険料の納付が猶予されます。

学生納付
特例制度

本人が学生で所得が一定額以下の場合
は保険料の納付が猶予されます。なお、
この申請には学生証の写しが必要です。
※4月1日から受け付けています。

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受ける皆さんへ
～国民健康保険が使えない場合があります～

　整骨院や接骨院で柔道整復師の施術を受ける
とき、国民健康保険が使える場合と使えない場合
がありますので、ご注意ください。
保険が使える場合
　打撲、 捻挫、 挫傷（肉離れなど）、骨折、脱臼
※骨折、脱臼については、応急措置をする場合
を除き、医師の同意が必要です。
保険が使えない場合（全額自己負担）
・慢性的な肩凝りや筋肉疲労
・スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛
・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニア
　など）が原因の痛みや凝り
・�脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善が
見られない長期の施術
・保険医療機関で療養中のもの　など

施術を受けるときの注意点
・�負傷の原因を正しく伝えましょう。原因が仕事中な
どで労働災害に該当するときは、国民健康保険の
保険給付は行われません。交通事故で国民健康保険
を使用したときは、必ず市民課へ連絡してください。

・�保険医療機関（病院、診療所など）との重複受診
はしないでください。

・柔道整復師が作成する「療養費支給申請書」の内容
　を確認の上、自分で署名してください。
※自分で署名できない人は担当の柔道整復師に
ご相談ください。
・領収書は施術日ごとに必ずもらいましょう。
　国民健康保険を使用した場合、市から「医療費・
　療養費のお知らせ」を送付しますので、整骨院
　などの領収書と請求内容を確認してください。

問1階、市民課（☎�9514）
医療費の適正化を目的に、文書や電話で施術日や内容などについて、市民課から問い合わせをすることがあります。



   令和6年6月（18）
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対　象　市内で高齢の家族を介護している人
　　　　これからの介護に関心のある人
参加料　無料
申込方法　�各開催日の7日前までに電話または地域

包括支援センター、芳井・美星各支所など
に備え付けの申込用紙に記入の上、郵送
またはFAX(�0268)で申し込み

※いずれの会場も受付は30分前からです。
※いずれか1回だけの参加も可能です。
※講師は予告なく変更となることがあります。

問2階、地域包括支援センター
　〒715-8601 井原町311番地1（☎�9552）

種　類 心身障害者医療費受給資格証 ひとり親家庭等医療費受給資格証

受 給 資 格

・ 身体障害者手帳（1級または2級）の所持者
・ �療育手帳｢Ａ」の所持者
・ �身体障害者手帳3級と療育手帳「Ｂ」の両方の
所持者

※平成18年10月以降に上記の項目に該当し、その
ときの年齢が65歳以上の人は、この制度の対象外
です。また本人、配偶者、扶養義務者に所得制限
があります。

・ �18歳未満の子を養育しているひとり親家庭
の親と子

・ �18歳未満の父母のいない子、およびその子
と同居して養育している配偶者のいない人

※本人と同一世帯員に所得制限があります。
※高校または高等専門学校に在学する子は、
20歳に達する日の属する年度末まで対象と
なります。

必 要 書 類

�更新手続きのための書類を郵送しますので、必要書類をそろえて提出してください。
申請書、世帯全員の健康保険証の写し、令和6年度市県民税課税証明書（1月1日現在で井原市に
住民登録がない人や、受給資格者を健康保険の被扶養者としている人が市外の場合）
※有効期間が6月30日までの資格証は、7月1日以降に返却してください。
・その他の医療受給資格証の写し
・身体障害者手帳または療育手帳の写し（両方
　所持している場合は両方必要です）

・所得税法上の扶養親族等に関する申立書
・�高校生、高等専門学校生は在学証明書または
生徒手帳の写し

受 付・問 い
合 わ せ 先

1階、福祉課 〒715-8601 井原町311番地1（☎�9518）
※更新手続きは原則として郵送でお願いします。

1階、子育て支援課（☎�9517）
※更新手続きは原則として窓口でお願いします。

芳井振興課(☎�0110）、　美星振興課（☎�3111）

心身障害者医療費・ひとり親家庭等医療費
～各受給資格証の更新手続きをお忘れなく！～

　現在お持ちの「心身障害者医療費受給資格証」または「ひとり親家庭等医療費受給資格証」の有効期間
は6月30日までとなっています。
　受給資格のある人は、新しい受給資格証（7月1日から有効）への更新手続きを行ってください。

※各受給資格の該当者で、まだ受給資格証の交付を受けていない人は、申請してください。

　日頃介護をしていて、困ったことや疑問に思ったこと、相談してみたいことなどはありませんか？
　各分野の専門家から介護に役立つ知識や技術を学びましょう。

と　き ところ 内 　容 講　師

  7月26日（金）
10:00～12:00

保健センター
（2階 調理室）

・講演「高齢者の栄養について」
・交流会
※簡単な調理あり：エプロン、タオル、三角巾をご持参ください。

・地域包括支援センター
　岡

お か の

野 里
さ と み

実　管理栄養士

9月20日（金）
10:00～12:00

芳井生涯
学習センター

・講演「薬との上手な付き合い方」　　
・交流会 ・岡山県薬剤師会

11月28日（木）
13:30～15:30 井原市民会館 ・講演「認知症介護家族交流事業in井原市」

・交流会
・片山内科クリニック 院長 片

かたやま
山 禎

さだお
夫 氏

・認知症当事者家族

令和7年1月31日（金）
10:00～12:00

保健センター
(2階 集会室)

・講演「リンパマッサージについて」　　
・交流会

・複合的理学療法セラピスト 
　田

た な か

中 朝
と も こ

子 氏

会場まで交通手段がない人はご相談ください。

介護教室
～介護に役立つ知識や技術を学びませんか～



（19） 　　　　　　　  令和6年6月

被保険者証の更新

後期高齢者医療制度
～現在お持ちの被保険者証などの有効期限は、7月31日まで～

問�1階、市民課（☎�9514）
　芳井振興課（☎�0110）、美星振興課（☎�3111）
　岡山県後期高齢者医療広域連合（☎086-245-0090）

限度額適用・標準負担額減額認定証の更新 限度額適用認定証の更新

　後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は毎年8月に更新されますので、7月下旬に
新しい被保険者証を送付します。8月以降に医療機関などを受診する際には、必ず新しい
被保険者証を窓口に提示してください。（新しい被保険者証は緑色です。）
　なお、医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合（1割、2割、3割）は、前年の所得
により毎年判定し、見直しをするため、新しい被保険者証では、割合が変更になる場合
があります。

　住民税非課税世帯に属する
被保険者は、後期高齢者医療
限度額適用・標準負担額減額認定
の申請をすることによって、医
療機関での自己負担額が限度額
で止まり、入院時の食事代も減額

することができます。
　現在、認定証をお持ちの人で引き続き該当する
場合には、新しい認定証を被保険者証に同封し
7月下旬に送付しますので、再度申請の手続き
は必要ありません。
　ただし、世帯に前年の所得を申告していない
人がいたり、入院期間の確認が必要な人がいたり
する場合、新しい認定証は送付されません。
該当する人は手続きを行ってください。

　課税所得が145万円以上690万円
未満の被保険者および同世帯の
被保険者は、申請をすることに
よって医療機関での自己負担額
が限度額で止まります。
　現在、認定証をお持ちの人で

引き続き該当する場合には、新しい認定証を被
保険者証に同封し7月下旬に送付しますので、再度
申請の手続きは必要ありません。
　ただし、世帯に前年の所得を申告していない
被保険者がいる場合、新しい認定証は送付され
ません。1カ月に1つの医療機関で負担額が高額に
なる可能性のある人は、手続きを行ってください。

見本

見本

見本

見本

と　き ところ 科　目
8月9日(金) 保健センター 肢体聴覚

10月11日(金) サンライフ笠岡 肢体聴覚

12月13日(金) 浅口市健康福祉センター 肢体

令和7年2月14日（金） サンライフ笠岡 肢体

受　付　10時30分～ 11時30分
相談内容
・補装具（車いすなど）交付や修理の判定
・自立支援医療（更生医療）の判定
申込方法　�
　相談日の2週間前までに申請書を福祉課に提出

問1階、福祉課（☎�9518）

身体障害者等巡回更生相談
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お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
週
間

6
月
23
日
～
29
日

募集および申し込みは部屋番号を指定して行います。
※一般住宅は単身でも入居可能です。
※申し込みに必要な書類がありますので、早めにお問い合わせください。

公 営 住 宅公 営 住 宅
入居者募集入居者募集
情　　報情　　報

定期募集
（2カ月ごと実施）

入居期日　8月1日（木）
申込締切　6月28日（金）

住　宅　名 構　造 その他 戸数

一般住宅（家賃は入居される世帯の収入や住宅の条件によって設定されます）　※単身可

向町（井原町） 鉄筋コンクリート造・5階建 3DK 2戸

西方（西方町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK 1戸

細見（野上町） 木造・平屋建 3LDK 1戸

特定公共賃貸住宅（家賃定額）

熊石田Ⅲ（美星町星田） 木造・2階建 3LDK　　月額：47,000円 1戸

住　宅　名 戸数 住　宅　名 戸数 住　宅　名 戸数

折口（大江町） 5戸 野上（野上町） 3戸 リビエールたかや（高屋町） 4戸

祝部（東江原町） 5戸 簗瀬（芳井町簗瀬） 1戸 夏目（井原町）　※車いす仕様 2戸

西方（西方町） 8戸 種（芳井町種） 2戸

青野（青野町） 2戸 よしいハイツ（芳井町宇戸川） 4戸
匠（下稲木町） 11戸 八日市（美星町黒忠） 3戸
新町（井原町） 2戸 熊石田Ⅱ（美星町星田） 2戸

随時募集
（随時受け付け・入居）

定期募集で申し込みがなかった住宅は随時入居を受け付けています。
詳しくは、市ホームぺージをご確認ください。

問2階、都市施設課（☎�9527）※折口・西方・新町住宅は、車いす仕様もあります。

市ホームページ ▼

アフラック サービスショップアフラック サービスショップアフラック サービスショップ
井原駅前西店 ㈱ベストプラン

生命保険の無料相談
60歳以降もしっかり保障！

0120-85-1511フリーダイヤル
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た
場
合
、

新
規
加
入
事
業
所
・
紹
介
者

と
も
に
加
入
1
人
に
つ
き

１
，０
０
０
円
の
商
品
券
を
交
付

し
ま
す
。

対　
象　

�

井
原
市
お
よ
び
矢
掛

　

�

町
の
事
業
所・
商
店
な
ど
の

事
業
主
と
そ
こ
で
働
く
従
業
員

入
会
金

　
1
人　　
1
0
0
円

掛　
金　

　
1
人　　
5
0
0
円
／
月

内　
容　　

・�

結
婚
、
成
人
、
出
産
、
子
の

就
学
、
永
年
勤
続
に
対
す
る

祝
金
の
給
付

・�

障
害
、住
宅
災
害
、傷
病
休
業

な
ど
の
保
険
金
の
給
付

・
健
康
診
断
受
診
へ
の
助
成

・��

全
国
各
地
の
宿
泊
施
設
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
助
成

・�

食
事
会
、
日
帰
り
旅
行
の

イ
ベ
ン
ト　
な
ど

　
井
原
市
や
倉
敷
市
を

は
じ
め
高
梁
川
流
域
7
市
3
町

の
企
業
で
働
き
た
い
人
を
対
象

と
し
た
約
１
２
０
社
が
参
加
す

る
合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

と　
き　

　
7
月
4
日（
木
）、
5
日（
金
）

 

・
1
部　
13
時
～
14
時
30
分

 

・
2
部　
15
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
倉
敷
市
民
会
館

　
（
倉
敷
市
本
町
17
番
1
号
）

対
象
者

・�

令
和
7
年
3
月
卒
業
予
定
の

大
学・大
学
院・短
大・高
専・

専
門
学
校
の
学
生

高
梁
川
流
域

合
同
企
業
説
明
会

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

有
害
獣
対
策

　
夏
季
は
特
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
野
生
動
物
の
活
動
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
野
生
動
物
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
発
生
を
防
ぐ
に

は
、田
畑
へ
の
防
護
柵
の
設
置
が

有
効
で
す
。イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

有
害
獣
か
ら
、
農
作
物
を
守
る

防
護
柵
を
設
置
す
る
場
合
、資
材

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
に
在
住
す
る
人
で
、市
税

　
を
完
納
し
て
い
る
人

・
市
内
で
農
作
物
を
生
産
す
る

　
人
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い

　
る
人

補
助
要
件　

・
1
団
地
あ
た
り
柵
の
延
長
が

　
50
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

・
使
用
資
材
は
新
品
で
あ
る

　
こ
と

募

集

勤
労
者
互
助
会

井
原
ま
つ
り
☆
ま
ん
て
ん

２
０
２
４
踊
り
連

補
助
金
額

　

�

資
材
費
の
2
分
の
1
以
内

ま
た
は
次
の
単
価
で
計
算
し
た

額
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

・
ト
タ
ン　
3
０
０
円
／
ｍ

・
金
網　
　
３
０
０
円
／
ｍ

・
電
柵　
　
２
０
０
円
／
ｍ

・
網　
　
　
１
０
０
円
／
ｍ

・
電
柵
器
本
体
の
買
い
替
え　

　

 

上
限
３
０
，０
０
０
円
／
基

※
事
前
に
申
請
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

問
2
階
、
農
林
課

（
☎
�
９
５
２
２
）

申
込
方
法　

　

�

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

記
入
の
上
、
提
出

問
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

（
☎
�
８
８
５
０
）

と　
き　
8
月
3
日（
土
）

18
時
30
分
～
19
時
30
分

と
こ
ろ　
井
原
駅
前
通
り

申
込
締
切　
6
月
30
日（
日
）

曲　
目　

　

井
原
ま
ん
て
ん（
よ
さ
こ
い

　
バ
ー
ジ
ョ
ン
）・備
中
ホ
イ
サ

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
井
原
ま
つ
り
☆
ま
ん
て
ん

　
２
０
２
４
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
０
５
０
５
）
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●
市
民
無
料
公
開
日

と　
き　
7
月
19
日（
金
）

　
13
時
45
分
～
16
時
、

18
時
～
22
時

と
こ
ろ　　
美
星
天
文
台

内�　
容　

�「
星
と
宇
宙
の
立
体

　

�

映
像
シ
ス
テ
ム（
４
Ｄ
２
Ｕ
）」

の
投
影（
14
時
か
ら
）や
、月
と

星
の
集
団
な
ど
を
観
察

問
美
星
天
文
台（
☎
�
４
２
２
２
）

と
こ
ろ　

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

定　
員　

　
20
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

申
込
期
間　
6
月
22
日（
土
）～

7
月
19
日（
金
）

申
込
方
法　

　

�

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
３
１
４
８
）、

メ
ー
ル
で
文
化
財

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

問�
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
｢

古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

　

�

（
☎
�
３
１
４
４
）

設
置
場
所　
井
原
市
立
高
校
内

提
案
締
切
日　
7
月
16
日（
火
）

※
設
置
条
件
、評
価
項
目
に
つ
い

て
は
、
応
募
を
受
け
付
け
た
際

に
、別
途
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問�

市
立
高
校（
☎
�
１
２
０
５
）

市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555（夜間も対応）（夜間も対応） 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 情報のひろば

●
七
夕
観
望
会

と　
き　
7
月
7
日（
日
）

19
時
～
22
時

と
こ
ろ　　
美
星
天
文
台

内�　
容　

�

短
冊
に
願
い
事
を

�　

���

書�

い
た
あ
と
、
望
遠
鏡
で

　
織
姫
星
と
彦
星
を
観
察

参
加
料　
３
０
０
円（
入
館
料
）

●
星
空
公
園
観
望
会

と　
き　
7
月
17
日（
水
）

20
時
30
分
～
21
時
30
分

と
こ
ろ　　
星
空
公
園

内�　
容　

�

60
㎝
望
遠
鏡
で
月
や

　
星
の
集
団
な
ど
を
観
察

定　
員　
25
人

参
加
料　
無
料

※
前
日
ま
で
に
美
星
天
文
台
へ
電

話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

美
星
天
文
台
ベ
ン
ト

イ

　
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
30
年
間
の
歩
み

を
振
り
返
る
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
6
月
27
日（
木
）～

7
月
7
日（
日
）

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

と
こ
ろ　

　
��

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

　
1
階
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

問
生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

開
館
30
周
年
の
歩
み
写
真
展

座

教
室

講

市
民
病
院

糖
尿
病
教
室

と　
き　
7
月
2
日（
火
）

11
時
30
分
～
12
時

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
管
理
栄
養
士
の
お
勧
め
簡
単

レ
シ
ピ
付
き
で
す
。

と
こ
ろ　

　
市
民
病
院　
玄
関
ロ
ビ
ー

内　
容�　
「
食
事
の
適
量
を
知
り

　

�

よ
り
良
い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
目
指
そ
う
！
」

参
加
料　
無
料

講　
師　
管
理
栄
養
士

問�

市
民
病
院（
☎
�
１
１
３
３
）

染
め
も
の
体
験

と　
き　
7
月
20
日（
土
）

9
時
30
分
～
12
時

文
化
財
セ
ン
タ
ー
講
座

　
市
立
高
校
で
は
、校
内
に
自
動

販
売
機
の
設
置
を
希
望
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

件　
名　
清
涼
飲
料
自
動
販
売

　
機
設
置
提
案
競
技

自
動
販
売
機
設
置
の
提
案

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目

　
①
一
般
曹
候
補
生　

　
②
自
衛
官
候
補
生

　
③
航
空
学
生

受
験
資
格

　
①
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

　
③【
海
上（
高
卒
）】

　
　
　
18
歳
以
上
23
歳
未
満

　
　
【
航
空(

高
卒)

】

　
　
　
18
歳
以
上
24
歳
未
満

応
募
期
間

　
①
7
月
1
日（
月
）～

9
月
3
日（
火
）

　
②
年
間
通
じ
て
実
施

　
③
7
月
1
日（
月
）～

9
月
5
日（
木
）

※
試
験
日
は
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
高
梁
地
域
事
務
所 

（
☎
０
８
６
６・２
２・２
３
１
４
）

陸
海
空
自
衛
官

　
　環境にやさしいまちづくりを推進するため、「子ども
エコ体験教室」を開催します。わかりやすい体験型の
講座を中心に計画していますのでぜひご参加ください。

と　き ところ 講座内容
8月7日（水）13時30分

～15時
井原児童会館
集会室

温暖化のお話
8月9日（金） あかりのエコ教室

対　象　�市内在住の小学生（3年生以下は保護者同伴）
定　員　各回30人（先着順）
参加料　無料
申込締切　7月26日（金）
申込方法　�環境企画課、市内児童会館（井原・高屋・

木之子・芳井）に備え付けの受講申込書に
記入の上、環境企画課へ提出

※申込書は市ホームページからもダウンロード
できます。

問2階、環境企画課（☎�9515）

★★ ★★

市ホームページ▶

文
化
財
セ
ン
タ
ー
▶

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

★★子どもエコ体験教室子どもエコ体験教室 参加者募集
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危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有

者
で
実
際
に
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、消
防
法

に
よ
り
3
年
ご
と
に「
危
険
物

の
保
安
に
関
す
る
講
習
」を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と　
き　　
9
月
5
日（
木
）

　
午
前
の
部

9
時
30
分
～
12
時
30
分

※
受
付
は
9
時
10
分
か
ら
で
す
。

　
午
後
の
部

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
付
は
13
時
10
分
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ

　
井
原
消
防
署　
研
修
室

申
込
期
間　
7
月
1
日（
月
）～

26
日（
金
）

申
込
方
法　
（
一
社
）岡
山
県

　

�

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ

直
接
申
し
込
み

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
９
４
０
２
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
芳
井
町
上
鴫　

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
採
石
場
入
口

対　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
必
ず
保
護
者
同
伴
）

定　
員　　
10
組（
先
着
順
）

※
参
加
が
4
組
以
下
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

参
加
料　　
５
０
０
円（
1
人
）

申
込
期
間　

　
7
月
2
日（
火
）～
20
日（
土
）

申
込
方
法　

　
生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の

　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、提
出

準
備
物　
飲
み
物
、帽
子
、川
に

　
入
れ
る
靴
、
タ
オ
ル
な
ど

問
生
涯
学
習
課
内

　
ま
な
び
め
い
と
事
務
局

（
☎
�
３
３
４
７
）

内　
容　
坐
禅
と
田
中
作

 

「
活か

つ
じ
ん
せ
ん

人
箭
」の
お
話

講　
師　
重
玄
寺　
住
職

　
藤ふ

じ
い井
宗そ
う
し
ゅ
ん俊 

氏

対　
象　
小
学
生
以
上（
小
学

　
生
は
保
護
者
同
伴
）

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　　
無
料

申
込
期
間　
6
月
25
日（
火
）～

7
月
27
日（
土
）

申
込
方
法　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
�

　

�

９
５
６
７
）、メ
ー
ル
で
平
櫛

田
中
美
術
館
友
の
会

事
務
局
へ
申
し
込
み

問�

平
櫛
田
中
美
術
館

　
友
の
会
事
務
局

　

�

（
☎
�
８
７
８
７
）

化
石
探
し
＆
川
で
遊
ぼ
う

と　
き

　
7
月
27
日（
土
）

　
9
時
30
分
～
11
時

ま
な
び
め
い
とい

ろ
は
塾
①

　
平
櫛
田
中
は
自
ら
禅
の
修
行

を
し
、
禅
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。こ
れ
に

ち
な
み
平
櫛
田
中
美
術
館
友
の

会
で
は
、坐
禅
体
験
を
行
い
ま
す
。

と　
き　　
77
月
28
日（
日
）

8
時
～
9
時

と
こ
ろ　

平
櫛
田
中
美
術
館

　
2
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

平ひ
ら
く
し櫛

田で
ん
ち
ゅ
う

中
さ
ん
を
知
ろ
う
！

美
術
館
で
坐
禅
体
験

危
険
物
取
扱
者保

安
講
習
会

と　き　7月20日（土） 13時30分～16時
ところ　市民会館　鏡獅子の間
内　容
●成年後見制度についての講演
　演題　「あんしん・なっとく成年後見制度
　　　　～高齢・障がいの万一に備えて～」
　講師　社会福祉士　佐

さ と う

藤 伸
のぶたか

隆 氏
●市民後見人養成事業についての説明
対　象　
・�市内在住で成年後見制度または市民後見人
に関心のある人
・�市内の保健・医療・福祉関係機関および団体関係者
参加料　無料
定　員　�100人（先着順）
申込締切　7月17日（水）
申込方法　地域包括支援センターへ直接申し込み

　認知症や知的障害などにより判断能力が不十分な
人を支える成年後見制度の講演会を開催します。
　また、地域の判断能力が不十分な人の生活を
身近な立場で支援する、市民後見人の養成に
関する説明会も行います。

問2階、地域包括支援センター（☎�9552）

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
は
、

家
族
や
身
近
な
人
の
心
の
変
化

に
気
付
き
、声
を
掛
け
、話
を
聞

い
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
心
の
不
調

に
関
す
る
知
識
や
悩
ん
で
い
る

人
の
サ
イ
ン
に
ど
う
対
応
す
れ

ば
よ
い
か
が
学
べ
ま
す
。
大
切

な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
一

緒
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

と　
き　
7
月
26
日（
金
）

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
会
室

講　
演　

　
「
心
の
不
調
と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

～
心
の
不
調
を
感
じ
た
ら
、

相
談
さ
れ
た
ら
～
」

講　
師　

　
公
益
財
団
法
人
仁
和
会

　
も
も
の
里
病
院

　
　
　
医
師　
田た

お
か岡 

秀ひ
で
き樹 

氏

申
込
締
切　
7
月
12
日（
金
）

申
込
方
法　

　

�

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
健
康
医
療
課
へ

申
し
込
み

問�

健
康
医
療
課（
☎
�
８
２
２
４
）

健
康
医
療
課
▶

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

募集人数募集人数　4人程度
※年齢など応募資格に制限があります。
申込締切申込締切　8月8日（木）
申込方法申込方法　�所定の申込用紙に記入の上、

地域包括支援センターへ申し込み

市民後見人の募集市民後見人の募集

成年後見制度講演会成年後見制度講演会

友
の
会
事
務
局
▶

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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と　
き　

　
7
月
14
日（
日
）9
時
開
会

ポ

ー

ツ

ス

日
曜
公
証
相
談

と　
き　
7
月
21
日（
日
）

9
時
～
15
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
笠
岡
公
証
役
場

と　
き　
7
月
19
日（
金
）

10
時
～
15
時

※
予
約
は
不
要
で
す
。

と
こ
ろ　

　
井
原
市
役
所
4
階
大
会
議
室

相�

談
内
容　

　

�

金
銭
、
不
動
産
、
交
通
事
故
、

夫
婦
、
相
続
な
ど
の
問
題
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
紛
争
や

心
配
事
に
関
す
る
も
の

相
談
担
当
者

　

�
笠
岡
調
停
協
会
所
属
の
調
停

委
員　

問��

笠
岡
簡
易
裁
判
所

（
☎
０
８
６
５・６
２・２
２
３
４
）

調
停
相
談
会

と　
き　
7
月
4
日（
木
）

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　
井
原
市
芳
井
支
所

※
予
約
は
不
要
で
す
。

相�

談
内
容

　

�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ
ラ・

パ
ワ
ハ
ラ・
モ
ラ
ハ
ラ
）、

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ

　
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ・デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）、

　

い
じ
め
、体
罰
、児
童・
高
齢

　
者
虐
待
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

　
名
誉
毀き

そ
ん損
、差
別
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

問�

1
階
、
市
民
活
動
推
進
課

（
☎
�
９
５
０
８
）

問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
０
８
６
５・６
２・５
２
９
５
）

な
や
み
ご
と
相
談

　

毎
週
水
曜
日（
9
時
～
12

時
）に
は
、岡
山
地
方
法
務

局
笠
岡
支
局
で
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

剣
道
大
会

と　
き　
7
月
14
日（
日
）　　

　
　
　
　
　

�

9
時
開
会

と
こ
ろ　
芳
井
体
育
館

種　
目　

　
①
小
学
生
低
学
年
の
部

（
1
～
3
年
生
）

　
②
小
学
生
高
学
年
の
部

（
4
～
6
年
生
）

　
③
中
学
生
男
子
の
部

　
④
中
学
生
女
子
の
部

　
⑤
高
校・一
般
の
部

卓
球
大
会

と
こ
ろ　
井
原
体
育
館

種　

目　

　�

年
齢
、
性
別
を
問
わ
な
い

ダ
ブ
ル
ス

　

��

①
1
～
3
部（
上
級
者
対
象
）

　
②
4
～
6
部（
中
級
者
対
象
）

　
③
7
、
8
部（
初
心
者
対
象
）

資�　
格　
小
学
生
以
上
の
人

参
加
料　
（
1
人
）

　
小
学
生　
６
０
０
円

　
中
学
生　
７
０
０
円

　
高
校
生・一
般　
１
２
０
０
円

申
込
締
切　
6
月
28
日（
金
）

申
込
先　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
Ｂ
＆
Ｇ
美
星
海
洋
セ
ン
タ
ー

問�

４
階
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

  （
☎
�
９
５
３
３
）

相�

談
内
容　

　
遺
言・任
意
後
見
、離
婚
給
付

　
契
約（
養
育
費・財
産
分
与
）、

　
土
地
建
物
の
賃
貸
借
、
金
銭

　
貸
借
な
ど
の
問
題

問��

笠
岡
公
証
役
場

（
☎
０
８
６
５・６
２・５
４
０
９
）

市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555（夜間も対応）（夜間も対応） 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 情報のひろば

な
ん
で
も
相
談
会

と　
き　
7
月
23
日（
火
）

　

�

10
時
～
12
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相�

談
内
容　

　

�

法
律
、
介
護
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者

　
弁
護
士
、
介
護
支
援
専
門
員

予
約
締
切　

　
7
月
22
日（
月
）　
午
前
中

★
無
料
電
話
相
談

　
成
年
後
見
な
ど
に
関
連
す
る

相
談
専
用
で
す
。

と　
き　

　
7
月
12
日（
金
）、
26
日（
金
）

10
時
～
13
時

予
約
締
切　

　
相
談
日
前
日　
午
前
中

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
井
笠
い
き
い
き

ネ
ッ
ト

（
☎
0
８
６
5・６
１・４
４
２
１
）

相

談

　
な
ん
で
も
相
談
会
、な
や
み

ご
と
相
談
、日
曜
公
証
相
談
、

調
停
相
談
会
は
す
べ
て
無
料

で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

参
加
料　
（
1
人
）

　
小
学
生　
2
０
０
円

　
中
学
生　
3
０
０
円

　
高
校
生・一
般　
4
０
０
円

申
込
締
切　
6
月
26
日（
水
）

申
込
先　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
Ｂ
＆
Ｇ
美
星
海
洋
セ
ン
タ
ー

問�

４
階
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

  （
☎
�
９
５
３
３
）

と　
き　
7
月
21
日（
日
）　　

　
　
　
　
　

�

9
時
開
会

と
こ
ろ　

　
井
原
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

種　
目　

　
個
人
戦

　
●
男
子
の
部・女
子
の
部

　
・
一
般
の
部

　
・
中
学
1
部

　
・
中
学
2
部

　
●
小
学
生
の
部

資　

格　

市
内
在
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

参
加
料　
（
1
人
）

　
高
校
生
以
下　
3
０
０
円

　
一
般　
4
０
０
円

申
込
締
切　
7
月
9
日（
火
）

申
込
先　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

問�

４
階
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

  （
☎
�
９
５
３
３
）
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と　き ところ

6月28日（金）①10時～ 11時
②11時～ 12時

総合福祉
センター10月4日（金） 申込方法　�電話またはメールで倉敷障がい者

就業・生活支援センターへ申し込み
持参品　�障がい者手帳、履歴書など職歴がわかるもの

（いずれも持っている人のみ）

対　象　�市内在住の障がいのある人
・一般企業での就職を希望する人
・�一般企業で働いていて悩み・困り事など
の相談がある人

申込締切　相談日前日

障がいのある人のための出張お仕事相談会障がいのある人のための出張お仕事相談会

問倉敷障がい者就業・生活支援センター
（火曜日～土曜日　9時～ 17時）（☎086・434・9886）

※相談は無料です。個人情報などプライバシーは守ります。
※本人のご家族や支援者の相談にも応じます。
※障がい者手帳の有無は不問です。

・市外の人は参加料が市内料金の2倍になります。 
・定員を超えた教室については、締め切り後に抽選を行います。
・申込者数が5人に満たない場合は中止することがあります。
・�受講決定の連絡後、納入期限までにキャンセルのご連絡が
なかった場合は、受講料全額をご負担いただきます。
・期限までにご入金がなかった場合は、受講できません。

・受講される方の健康管理は個人の責任において行ってください。

B&G井原海洋センター水泳教室（2期）

問B&G井原海洋センター（☎�7211）
　B&G美星海洋センター（☎�2695）

クラス 対　象 定員 開催日・時間 参加料
(市内料金）

0 ～ 6歳 0～ 6歳の幼児
（0～ 2歳は親子で参加） 20人 7月25日（木）

     26日（金）
     27日（土）

10時～ 11時

1,000円
小学生
クロール・平泳ぎ① 小学生初心者 20人 11時～ 12時

0～ 6歳 0～ 6歳の幼児
（0～ 2歳は親子で参加） 20人 8月1日（木）

     2日（金）
     3日（土）

10時～ 11時

小学生
クロール・平泳ぎ② 小学生初心者 20人 11時～ 12時

B&G美星海洋センター美星短期水泳教室

申込締切　7月15日（月・祝）

倉敷障がい者
就業・生活支援センター

メールアドレス▼

クラス 対　象 定員 期間･時間 参加料
(市内料金）

ベビー 0歳（首がすわってから）～3歳
の幼児とその保護者 25組 9月 13日～ 11月15日 金曜日　10：30～ 11：30 3,500円

水遊び 3～ 5歳の幼児 25人 9月 12日～ 11月14日 木曜日　16：30～ 17：30

2,500円

水なれ 年長から小学生2年まで 25人 9月 14日～ 11月23日 土曜日　10：30～ 11：30

小学生クロール①

小学生

25人 9月 11日～ 11月13日 水曜日　16：30～ 17：30

小学生クロール② 25人 9月 12日～ 11月14日 木曜日　17：30～ 18：30

小学生クロール③ 25人 9月 13日～ 11月15日 金曜日　17：30～ 18：30

小学生平泳ぎ① 25人 9月 11日～ 11月13日 水曜日　17：30～ 18：30

小学生平泳ぎ② 25人 9月 12日～ 11月14日 木曜日　18：30～ 19：30

4泳法
小・中学生・高校生
（クロールで25m泳げ、平泳ぎ
のキックができる人）

25人 9月 13日～ 11月15日 金曜日　18：30～ 19：30

ワンポイント 一般（水慣れ～） 25人 9月 12日～ 11月14日 木曜日　13：30～ 14：30
3,500円

水中運動 一般（水慣れ～上級者） 25人 9月 12日～ 11月14日 木曜日　10：30～ 11：30

チャレンジ
小・中学生・高校生
（クロールで25m泳げ、平泳ぎ
のキックができる人）

25人 水曜日18：30～ 20：30　金曜日18:30 ～ 19:30
土日   16：30 ～ 18：30　

4,000円
（月謝制）※年間を通じて行います。
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休 日 水 道 工 事 当 番 

※�連絡がつかないときは、市役所水道部（�0824）まで。

宅内の漏水修理などは、最寄りの市指定事業者、
または井原管工事協同組合�2533へご相談
ください。

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 移動図書館車 さくら号運行予定表さくら号運行予定表

※
到
着
予
定
時
刻
を
赤
字
で
表
示
し
て
い
る
駐
車
場
所
は
、前
月
か
ら
時
刻
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
運
行
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

井原（☎�0822）  芳井（☎�1702）  美星（☎�3123）

＊図書館休館日 7/1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、29㈪

《古典文学鑑賞講座》 （毎月第2・4金曜日）

　◆講　師　大
おおやま

山欽
き ん や

也 先生　　　　　
　◆と　き　�7月12日㈮  13時30分〜
                     『徒然草』
                     『解明：言葉の謎
　　　　　　　～「かなし」のアイロニーと無常観。～』
　　　　　  �  　 26日㈮  13時30分〜
                     『徒然草』
                     『解明：言葉の謎 
　　　　　　　　　　～「にやす」考 ( ＆はに・粘土 ) ～』
　※テーマは前後することがありますのでご了承ください。
　◆ところ　井原図書館

《おはなしひろば》（毎月第2・3・4土曜日）

　◆と　き　7月13日㈯  10時30分〜
　　　　　　     20日㈯  10時30分〜
                       27日㈯  10時30分〜
　◆ところ　井原図書館

《おはなし会》（毎月第3土曜日）
　◆と　き　7月20日㈯  10時30分〜
　◆ところ　芳井図書館

《おはなしひろばぽかぽか》（毎月第1土曜日）
　◆と　き　7月 6日㈯  10時30分〜
　◆ところ　美星図書館

▲市立図書館　
　Instagram

月 日 曜 到着予定時刻 駐　　車　　場　　所

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

2 火

9 40 芳 井 幼 稚 園
10 20 出 部 公 民 館
10 50 下 出 部 公 民 館
12 55 大 江 小 学 校

3 水

9 30 ケ ア ハ ウ ス き の こ セ イ モ ン
10 00 木 之 子 中 学 校 体 育 館 前
10 30 JA晴れの国岡山井原東支店
12 55 木 之 子 小 学 校
13 45 二 番 区 七 日 市 染 工 場 東 隣

4 木
9 20 川 附 公 民 館
12 45 県 主 小 学 校
13 25 県 主 公 民 館

5 金

9 20 野 上 大 谷 公 民 館
9 50 西 星 田 公 民 館
10 20 野 上 藤 本 商 店 前
12 55 青 野 小 学 校
13 40 青 野 幼 稚 園 駐 車 場

9 火

9 10 芳 井 公 民 館 共 和 分 館
9 55 村 入 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス
10 25 高 山 市 弥 高 屋 商 店 前
13 00 芳 井 小 学 校

10 水
9 25 東 星 田 消 防 機 庫
9 55 美 星 幼 稚 園
10 30 長 楽 園 駐 車 場

11 木

9 20 市 営 清 迫 住 宅
10 00 西 江 原 辻 の 坊
10 40 西 江 原 公 民 館 駐 車 場
13 00 西 江 原 小 学 校
13 50 立 戸 公 園 駐 車 場

12 金

9 30 荏 原 駅 南 ロ ー タ リ ー
10 00 荏 原 公 民 館
10 30 ふ れ あ い セ ン タ ー
13 00 荏 原 小 学 校
13 40 み ず き 駐 車 場

16 火

9 40 野 上 交 流 セ ン タ ー
10 10 野 上 小 学 校
13 00 出 部 小 学 校
13 50 四 季 が 丘 偕 楽 園

17 水

9 10 旧 岡 山 西 農 協 大 江 支 店
9 40 上 稲 木 塩 飽 商 店 前
10 10 稲 倉 公 民 館
10 40 下 稲 木 兼 保 公 民 館
12 55 美 星 小 学 校

23 火

9 30 宇 頭 公 民 館
10 10 宇 戸 谷 公 民 館
10 40 長 谷 集 会 所
11 10 黒 萩 公 民 館

24 水

9 40 元 明 治 ふ る さ と 市 場
10 10 片 塚 ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ       
10 50 川 相 高 尾 商 店 前
13 30 小 田 川 荘

30 火 10 20 出 部 公 民 館
10 50 下 出 部 公 民 館

31 水

9 30 ケ ア ハ ウ ス き の こ セ イ モ ン
10 00 木 之 子 中 学 校 体 育 館 前
10 30 JA晴れの国岡山井原東支店
11 00 二 番 区 七 日 市 染 工 場 東 隣

CATVCATVCATVCATV 井原放送　デジタル12ch

市政だより	「いいぞ！いばら」
　�（火曜日） 18時30分、19時30分、20時30分、21時30分、

 22時30分、23時30分
　（水曜日） 10時30分、11時30分、12時30分、13時30分
　　　　　 さまざまな行政情報をお知らせします。
※赤字で表示している時間帯は手話通訳を拡大し放送します。

生活＆災害情報　
　毎日6時〜10時、14時〜18時
　毎日、市の行事などをお知らせします。

データ放送　

4月放送分の動画はコチラ➡4月放送分の動画はコチラ➡

ｄ
ボタン

　テレビのリモコンのｄボタンを押すことで、
さまざまな情報を確認することができます。
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※都合により当番に変更がある場合がありますので、事前に電話などで確認してください。

いきいき健康コーナーいきいき健康コーナー
＜6月＞

21 ㈮ …
《合同開催》
寿大学院　第2回学習会
小田川大学　第2回学習会
（10時～11時30分＝アクティブライフ井原）

27 ㈭ … 行政相談（10時～12時＝総合福祉センター）

28 ㈮ … 芳寿大学　第2回学習会
（9時30分～11時30分＝芳井生涯学習センター）

＜7月＞

4 ㈭ …

なやみごと相談
（9時～12時＝井原市芳井支所）

年金相談
【要予約086-523-6395倉敷西年金事務所】
（9時45分～ 12時15分／ 13時～ 15時30分
　　　　　　　　　　  ＝市役所201会議室）

9 ㈫ … 法律相談【要予約62-1484】
　　（13時～16時＝総合福祉センター）

11 ㈭ …
美星長寿学級　第3回学習会

（10時～11時30分＝美星公民館）
行政相談（10時～12時＝総合福祉センター）

13 ㈯ … 資源の日【井原・芳井・美星】
　　 （7時30分～9時＝古紙・古着類収集所）

16 ㈫ … 行政相談（10時～12時＝美星公民館）

18 ㈭ …

行政相談
（9時～11時＝老人福祉センター (芳井)）

年金相談
【要予約086-523-6395倉敷西年金事務所】
（9時45分～ 12時15分／ 13時～ 15時30分
　　　　　　　　　　  ＝市役所402会議室）

熱中症対策はお早めに
くらしのカレンダーくらしのカレンダー

　熱中症による救急搬送の件数は毎年、6月
から9月末まで急激に増加しています。気温が
25℃～35℃まで、湿度は50%～80%が最も
多く、また、気温が高くなくても、湿度が高いと救急搬送
の件数が増加します。
　熱中症は、正しい予防方法を知り、普段から気を付ける
ことで防ぐことが出来ます。初夏や梅雨明け、夏休み
明けなど、体が暑さに慣れていないのに気温が上昇する
時は特に危険です。早めの対策で徐々に
体を慣らすようにしましょう。

問健康医療課（☎�8224）

月・日・曜 休日当番医（予定）診療時間：9時〜17時 休日当番薬局（予定）
6/23㈰ 小田病院 �1355 ― ファーマシィ薬局井原セン

トレ　　　   　  �1005 ―

6/30㈰ 市民病院 �1133
菅病院

　�2831
いばらセンター薬局�

�1678
ピノキオ薬局�

�1610

7/7㈰ 森本整形外科� �6000
山成医院�

�0101 ― エスマイル薬局井原店
�1500

7/14㈰ 長尾整形外科 �2510
美星国保診療所

�2525 ― アルファー薬局星の郷店
�9022

7/15㈪ 鳥越医院� �1656
青木内科

�3138
すぎはら薬局笹賀店�

�2334
すぎはら薬局高屋店

�9870

　気温が上がり始める初夏から、日常的に適度な運動を
行い、適切な食事、十分な睡眠をとるようにしましょう。

①シーズンを通して、暑さに負けない体づくりを続け
ましょう。

②特に注意が必要な場面や場所で、暑さから身を守る
行動をとりましょう。

③日々の生活の中で、暑さに対する工夫をしましょう。
　エアコンを使用し、室内の温度を快適に保ったり、
衣服を工夫したりすることで、熱中症の
危険を避けられます。また、日よけを活用
して直射日光を防ぐことも有効です。
♦子どもや高齢者は特に注意が必要です。家族や周りの人
がお互いに声掛けをし、熱中症を防ぎましょう。

　炎天下でのスポーツや、空調設備の整っていない
環境での作業などでは、熱中症の危険からしっかりと
身を守る行動をとることが必要です。適度な水分と
塩分の補給を行い、こまめに休憩をとりましょう。
「熱中症警戒アラート」および「熱中症特別警戒アラート」
の発表時には外出を控えましょう。

♦熱中症を疑い、応答がおかしいと思ったら、ためらわずに
「119番通報」をしましょう。

※「熱中症警戒アラート」および「熱中症特別警戒アラート」
は、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された際に、
環境省および気象庁が報道機関などを通じて発表します。

熱中症の予防・対策

※

◀熱中症警戒アラートなどのメール配信サービス
　(登録および利用料は無料、通信料のみ利用者負担)

市公式SNS 情報発信中！

▲Facebook ▲X(旧twitter) ▲Instagram ▲LINE
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WEB公開中

　本事業の一環として、井原商工会議所［企業ブランディング委員会］様とのコラボ企画で、子ども
たちを中心とした幅広い年代の方々に、本市のステキな『おしごと』の魅力を体感してもらうための
新たな取り組みを企画しています。皆さまのご参加、お待ちしております！

井原市ひとづくり実行委員会より
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と　き　8月10日（土）10時～ 16時

ところ　芳井生涯学習センター

対　象　主に小学生児童および保護者
※幼児、中高生、一般の人など広く参加が可能です。
※体験内容によって年齢などを制限する場合があります。

入場料　無料
※体験内容によって材料費が必要な場合があります。

その他　��イベント詳細、申込方法などは下記
 からご確認ください。

市内各事業所がブース出展し、おしごとに関わる体験などができるワークショップイベント

「はたらくくるま」
もやってくる♡

井原おしごと体験フェス井原おしごと体験フェス����

備後圏域のお友達と！
これからもっともっと
仲良くなれたらいいな☆


	表紙
	クローズアップひと
	まちかど情報Pick up
	笑顔のリレー
	避難所における感染症対策について
	公共下水道
	広報いばら900号
	まちのわだいPhotoNews
	スクール
	市民のひろば
	すくすく子育てページ
	情報のひろば
	お知らせ
	募集
	イベント
	講座・教室
	相談
	スポーツ
	さくら号運行予定表
	ふるさと井原の未来をつくるひとづくり



